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全日本花いっぱい連盟

　
名
護
市
で
は
、道
路
、公
道
・
公
園
・
民
家
等
、あ

ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
花
が
見
ら
れ
る
街「
フ
ラ

ワ
ー
シ
テ
ィ
ー
な
ご
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。平
成

10
年
に
は
、本
市
に
お
け
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
要

と
な
る
市
民
団
体「
花
の
里
づ
く
り
の
会
」が
発

足
し
、市
民
・
企
業
・
行
政
が
連
携
し
花
い
っ
ぱ
い

運
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
成
果
を
共
有
す
る
と
と

も
に
、次
世
代
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
る
た
め
、令
和
４
年
３
月
５
日（
土
）に
市

政
施
行
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
全
国
大
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
り一年
越
し
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、名
護
市

民
会
館
で
開
催
し
た
記
念
式
典
に
は
、約
300
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、初
め
て
の
試

み
と
な
るYouT

ube

に
よ
る
配
信
を
行
い

全
国
の
会
員
に
ご
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
の
後
、

名
護
市
民
会
館
正

面
ピ
ロ
テ
ィ
前
花
壇

に
お
い
て
、カ
ン
ヒ
ザ

ク
ラ（
名
護
市
の
花

木
）の
記
念
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、交
流

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、感
染

再
拡
大
抑
制
期
間（
沖
縄
県
対
処
方
針
）に
基
づ

き
、中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
を
通
じ
て
、次
世
代
を
担
う
若
い

世
代
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
取
り
組
み
が
根
付
く

こ
と
で
、市
民
主
体
の
緑
花
活
動
の
推
進
に
つ
な

げ
、「
フ
ラ
ワ
ー
シ
テ
ィ
ー
な
ご
」及
び「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　
和
歌
山
県
田
辺
市
に
お
い
て
、
61
回
目

と
な
る
全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
大
会
を
令
和

５
年
３
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
に
開
催
し
ま

す
。
和
歌
山
県
で
の
開
催
は
、
平
成
14
年

に
和
歌
山
市
で
開
催
し
た
「
第
45
回
全
日

本
花
い
っ
ぱ
い
和
歌
山
大
会
（
第
５
回
世

界
大
会
）
」
に
次
ぎ
、
田
辺
大
会
が
２
回

目
と
な
り
ま
す
。

　
田
辺
大
会
は
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
し
、
第
１
日
目
と
な
る
25
日
は
交
流
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
（
前
夜
祭
）
を
、
第
２
日
目

の
26
日
は
大
会
記
念
式
典
と
記
念
植
樹
を

行
い
ま
す
。
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
最
後

に
は
、
市
を
挙
げ
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
演
出
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
２
日
間

は
、
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
新
庄
総
合
公
園

に
お
い
て
、
地
域
の
産
品
が
集
ま
る
物
産

市
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
新
庄
総
合
公
園
は
、
23
㌶
の
広
大
な
面

積
を
有
す
る
都
市
公
園
で
、
平
成
11
年
開

催
の
「
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
南
紀
熊
野
体

験
博
『
リ
ゾ
ー
ト
ピ
ア
わ
か
や
ま
’99
』
」

の
シ
ン
ボ
ル
パ
ー
ク
や
、
平
成
23
年
開
催

の
「
第
62

回
全
国
植

樹
祭
」
の

式
典
会
場

と
な
り
ま

し
た
。
ま

た
、
当
公

園
は
、
年

間
を
通
し

て
様
々
な

花
が
咲
き

誇
っ
て
お

り
、
見
ご

ろ
と
な
る

春
や
秋
に

は
花
ま
つ

り
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
花
つ
ぼ

み
主
催
）

が
開
催
さ

れ
ま
す
。

園
内
の
花

壇
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
花
つ

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

ぼ
み
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
管
理
さ
れ
て
お
り
、

田
辺
大
会
の
開
催
に
向
け
て

花
壇
面
積
を
拡
張
す
る
な
ど
、

大
会
の
開
催
機
運
の
醸
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
３
月
に
は
、

大
会
開
催
１
年
前
イ
ベ
ン
ト
と
称
し
た

「
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
、

大
会
ま
で
の
日
数
を
刻
む
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
ボ
ー
ド
の
除
幕
式
や
、
実
行
委
員
会
メ

ン
バ
ー
で
作
成
し
た
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
花

壇
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
皮
切
り
に
、

「
花
い
っ
ぱ
い
講
習
会
」
や
「
花
い
っ
ぱ

い
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
市
内
で
開
催
さ

れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
啓
発
ブ
ー
ス
を
出

店
す
る
な
ど
、
大
会
の
啓
発
に
も
努
め
て

い
ま
す
。

　
大
会
開
催
時
に
は
、
精
一
杯
の
花
の
お

も
て
な
し
で
、
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

田
辺
市
に
つ
い
て

　
田
辺
市
は
、
紀
伊
半
島
の
南
西
側
、
和

歌
山
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
近
畿
最
大

の
行
政
区
域
を
有
す
る
ま
ち
で
す
。
西
寄

り
の
海
岸
部
に
都
市
的
地
域
を
形
成
、
そ

こ
か
ら
東
向
き
に
森
林
が
大
半
を
占
め
る

中
山
間
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
気
候

は
海
岸
部
の
温
暖
多
雨
な
太
平
洋
型
気
候

か
ら
山
間
地
に
お
け
る
内
陸
型
の
気
候
ま

で
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
田
辺
市
は
和
歌
山
県
・
奈
良

県
・
三
重
県
に
ま
た
が
る
三
つ
の
霊
場
と

そ
こ
に
つ
な
が
る
参
詣
道
、
そ
れ
ら
を
取

り
巻
く
文
化
的
景
観
で
構
成
す
る
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
文
化
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場

と
参
詣
道
」
の
中
心
地
に
位
置
し
て
い
ま

す
。

　
令
和
５
年
度
の
全
国
大
会
は
諸
事
情
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
、
第
62
回
大
会
以
降
の
開
催
地
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
開
催
希
望
、
ま
た
は
ご
検
討
い
た
だ
け

る
場
合
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

キックオフイベントでお披露目したカウントダウンボード

キックオフイベントで展示したモザイクアート花壇、使用した苗は来場者にプレゼント
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　田
辺
大
会
の
開
催
に
向
け
て

田辺大会・プレイベント等の詳細については、大会ホームページを
ご覧ください。https://www.city.tanabe.lg.jp/kanri/hanaippai_tanabe/



　
名
護
市
で
は
、道
路
、公
道
・
公
園
・
民
家
等
、あ

ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
花
が
見
ら
れ
る
街「
フ
ラ

ワ
ー
シ
テ
ィ
ー
な
ご
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。平
成

10
年
に
は
、本
市
に
お
け
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
要

と
な
る
市
民
団
体「
花
の
里
づ
く
り
の
会
」が
発

足
し
、市
民
・
企
業
・
行
政
が
連
携
し
花
い
っ
ぱ
い

運
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
成
果
を
共
有
す
る
と
と

も
に
、次
世
代
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
る
た
め
、令
和
４
年
３
月
５
日（
土
）に
市

政
施
行
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
全
国
大
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
り一年
越
し
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、名
護
市

民
会
館
で
開
催
し
た
記
念
式
典
に
は
、約
300
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、初
め
て
の
試

み
と
な
るYouT

ube

に
よ
る
配
信
を
行
い

全
国
の
会
員
に
ご
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
の
後
、

名
護
市
民
会
館
正

面
ピ
ロ
テ
ィ
前
花
壇

に
お
い
て
、カ
ン
ヒ
ザ

ク
ラ（
名
護
市
の
花

木
）の
記
念
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、交
流

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、感
染

再
拡
大
抑
制
期
間（
沖
縄
県
対
処
方
針
）に
基
づ

き
、中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
を
通
じ
て
、次
世
代
を
担
う
若
い

世
代
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
取
り
組
み
が
根
付
く

こ
と
で
、市
民
主
体
の
緑
花
活
動
の
推
進
に
つ
な

げ
、「
フ
ラ
ワ
ー
シ
テ
ィ
ー
な
ご
」及
び「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

令和4年7月 第52号全日本

　
和
歌
山
県
田
辺
市
に
お
い
て
、
61
回
目

と
な
る
全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
大
会
を
令
和

５
年
３
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
に
開
催
し
ま

す
。
和
歌
山
県
で
の
開
催
は
、
平
成
14
年

に
和
歌
山
市
で
開
催
し
た
「
第
45
回
全
日

本
花
い
っ
ぱ
い
和
歌
山
大
会
（
第
５
回
世

界
大
会
）
」
に
次
ぎ
、
田
辺
大
会
が
２
回

目
と
な
り
ま
す
。

　
田
辺
大
会
は
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
し
、
第
１
日
目
と
な
る
25
日
は
交
流
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
（
前
夜
祭
）
を
、
第
２
日
目

の
26
日
は
大
会
記
念
式
典
と
記
念
植
樹
を

行
い
ま
す
。
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
最
後

に
は
、
市
を
挙
げ
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
演
出
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
２
日
間

は
、
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
新
庄
総
合
公
園

に
お
い
て
、
地
域
の
産
品
が
集
ま
る
物
産

市
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
新
庄
総
合
公
園
は
、
23
㌶
の
広
大
な
面

積
を
有
す
る
都
市
公
園
で
、
平
成
11
年
開

催
の
「
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
南
紀
熊
野
体

験
博
『
リ
ゾ
ー
ト
ピ
ア
わ
か
や
ま
’99
』
」

の
シ
ン
ボ
ル
パ
ー
ク
や
、
平
成
23
年
開
催

の
「
第
62

回
全
国
植

樹
祭
」
の

式
典
会
場

と
な
り
ま

し
た
。
ま

た
、
当
公

園
は
、
年

間
を
通
し

て
様
々
な

花
が
咲
き

誇
っ
て
お

り
、
見
ご

ろ
と
な
る

春
や
秋
に

は
花
ま
つ

り
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
花
つ
ぼ

み
主
催
）

が
開
催
さ

れ
ま
す
。

園
内
の
花

壇
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
花
つ

ぼ
み
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
管
理
さ
れ
て
お
り
、

田
辺
大
会
の
開
催
に
向
け
て

花
壇
面
積
を
拡
張
す
る
な
ど
、

大
会
の
開
催
機
運
の
醸
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
３
月
に
は
、

大
会
開
催
１
年
前
イ
ベ
ン
ト
と
称
し
た

「
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
、

大
会
ま
で
の
日
数
を
刻
む
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
ボ
ー
ド
の
除
幕
式
や
、
実
行
委
員
会
メ

ン
バ
ー
で
作
成
し
た
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
花

壇
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
皮
切
り
に
、

「
花
い
っ
ぱ
い
講
習
会
」
や
「
花
い
っ
ぱ

い
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
市
内
で
開
催
さ

れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
啓
発
ブ
ー
ス
を
出

店
す
る
な
ど
、
大
会
の
啓
発
に
も
努
め
て

い
ま
す
。

　
大
会
開
催
時
に
は
、
精
一
杯
の
花
の
お

も
て
な
し
で
、
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

田
辺
市
に
つ
い
て

　
田
辺
市
は
、
紀
伊
半
島
の
南
西
側
、
和

歌
山
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
近
畿
最
大

の
行
政
区
域
を
有
す
る
ま
ち
で
す
。
西
寄

り
の
海
岸
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に
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成
、
そ
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に
森
林
が
大
半
を
占
め
る

中
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間
地
帯
が
広
が
っ
て
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ま
す
。
気
候

は
海
岸
部
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暖
多
雨
な
太
平
洋
型
気
候

か
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地
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け
る
内
陸
型
の
気
候
ま

で
広
範
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に
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っ
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ま
す
。

　
ま
た
、
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辺
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が
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に
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が
る
参
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道
、
そ
れ
ら
を
取

り
巻
く
文
化
的
景
観
で
構
成
す
る
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
文
化
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場

と
参
詣
道
」
の
中
心
地
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
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全日本花いっぱい連盟

　
名
護
市
で
は
、道
路
、公
道
・
公
園
・
民
家
等
、あ

ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
花
が
見
ら
れ
る
街「
フ
ラ

ワ
ー
シ
テ
ィ
ー
な
ご
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。平
成

10
年
に
は
、本
市
に
お
け
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
要

と
な
る
市
民
団
体「
花
の
里
づ
く
り
の
会
」が
発

足
し
、市
民
・
企
業
・
行
政
が
連
携
し
花
い
っ
ぱ
い

運
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
成
果
を
共
有
す
る
と
と

も
に
、次
世
代
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
る
た
め
、令
和
４
年
３
月
５
日（
土
）に
市

政
施
行
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
全
国
大
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
り一年
越
し
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、名
護
市

民
会
館
で
開
催
し
た
記
念
式
典
に
は
、約
300
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、初
め
て
の
試

み
と
な
るYouT

ube

に
よ
る
配
信
を
行
い

全
国
の
会
員
に
ご
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
の
後
、

名
護
市
民
会
館
正

面
ピ
ロ
テ
ィ
前
花
壇

に
お
い
て
、カ
ン
ヒ
ザ

ク
ラ（
名
護
市
の
花

木
）の
記
念
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、交
流

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、感
染

再
拡
大
抑
制
期
間（
沖
縄
県
対
処
方
針
）に
基
づ

き
、中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
を
通
じ
て
、次
世
代
を
担
う
若
い

世
代
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
取
り
組
み
が
根
付
く

こ
と
で
、市
民
主
体
の
緑
花
活
動
の
推
進
に
つ
な

げ
、「
フ
ラ
ワ
ー
シ
テ
ィ
ー
な
ご
」及
び「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　
和
歌
山
県
田
辺
市
に
お
い
て
、
61
回
目

と
な
る
全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
大
会
を
令
和

５
年
３
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
に
開
催
し
ま

す
。
和
歌
山
県
で
の
開
催
は
、
平
成
14
年

に
和
歌
山
市
で
開
催
し
た
「
第
45
回
全
日

本
花
い
っ
ぱ
い
和
歌
山
大
会
（
第
５
回
世

界
大
会
）
」
に
次
ぎ
、
田
辺
大
会
が
２
回

目
と
な
り
ま
す
。

　
田
辺
大
会
は
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
し
、
第
１
日
目
と
な
る
25
日
は
交
流
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
（
前
夜
祭
）
を
、
第
２
日
目

の
26
日
は
大
会
記
念
式
典
と
記
念
植
樹
を

行
い
ま
す
。
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
最
後

に
は
、
市
を
挙
げ
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
演
出
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
２
日
間

は
、
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
新
庄
総
合
公
園

に
お
い
て
、
地
域
の
産
品
が
集
ま
る
物
産

市
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
新
庄
総
合
公
園
は
、
23
㌶
の
広
大
な
面

積
を
有
す
る
都
市
公
園
で
、
平
成
11
年
開

催
の
「
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
南
紀
熊
野
体

験
博
『
リ
ゾ
ー
ト
ピ
ア
わ
か
や
ま
’99
』
」

の
シ
ン
ボ
ル
パ
ー
ク
や
、
平
成
23
年
開
催

の
「
第
62

回
全
国
植

樹
祭
」
の

式
典
会
場

と
な
り
ま

し
た
。
ま

た
、
当
公

園
は
、
年

間
を
通
し

て
様
々
な

花
が
咲
き

誇
っ
て
お

り
、
見
ご

ろ
と
な
る

春
や
秋
に

は
花
ま
つ

り
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
花
つ
ぼ

み
主
催
）

が
開
催
さ

れ
ま
す
。

園
内
の
花

壇
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
花
つ

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

ぼ
み
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
管
理
さ
れ
て
お
り
、

田
辺
大
会
の
開
催
に
向
け
て

花
壇
面
積
を
拡
張
す
る
な
ど
、

大
会
の
開
催
機
運
の
醸
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
３
月
に
は
、

大
会
開
催
１
年
前
イ
ベ
ン
ト
と
称
し
た

「
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
、

大
会
ま
で
の
日
数
を
刻
む
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
ボ
ー
ド
の
除
幕
式
や
、
実
行
委
員
会
メ

ン
バ
ー
で
作
成
し
た
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
花

壇
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
皮
切
り
に
、

「
花
い
っ
ぱ
い
講
習
会
」
や
「
花
い
っ
ぱ

い
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
市
内
で
開
催
さ

れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
啓
発
ブ
ー
ス
を
出

店
す
る
な
ど
、
大
会
の
啓
発
に
も
努
め
て

い
ま
す
。

　
大
会
開
催
時
に
は
、
精
一
杯
の
花
の
お

も
て
な
し
で
、
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

田
辺
市
に
つ
い
て

　
田
辺
市
は
、
紀
伊
半
島
の
南
西
側
、
和

歌
山
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
近
畿
最
大

の
行
政
区
域
を
有
す
る
ま
ち
で
す
。
西
寄

り
の
海
岸
部
に
都
市
的
地
域
を
形
成
、
そ

こ
か
ら
東
向
き
に
森
林
が
大
半
を
占
め
る

中
山
間
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
気
候

は
海
岸
部
の
温
暖
多
雨
な
太
平
洋
型
気
候

か
ら
山
間
地
に
お
け
る
内
陸
型
の
気
候
ま

で
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
田
辺
市
は
和
歌
山
県
・
奈
良

県
・
三
重
県
に
ま
た
が
る
三
つ
の
霊
場
と

そ
こ
に
つ
な
が
る
参
詣
道
、
そ
れ
ら
を
取

り
巻
く
文
化
的
景
観
で
構
成
す
る
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
文
化
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場

と
参
詣
道
」
の
中
心
地
に
位
置
し
て
い
ま

す
。

　
令
和
５
年
度
の
全
国
大
会
は
諸
事
情
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
、
第
62
回
大
会
以
降
の
開
催
地
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
開
催
希
望
、
ま
た
は
ご
検
討
い
た
だ
け

る
場
合
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

キックオフイベントでお披露目したカウントダウンボード

キックオフイベントで展示したモザイクアート花壇、使用した苗は来場者にプレゼント

ナショナルトラスト運動の先駆けとなった「天神崎」
最近は、ウユニ塩湖のような写真が撮れる映えスポットとして人気

世界でも珍しい『道』の世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」

会場の様子

名護大会オリジナルテーマ曲「心花（ここはな）」
ピアノディオ Duetwo（デュエットゥ）

オープニングアトラクション
沖縄・名護ジュニアコーラス

全日本花いっぱい連盟会長
臥雲 松本市長のあいさつ

名護大会実行委員長
渡具知 名護市長のあいさつ

事
務
局
だ
よ
り

名
護
市

　第
60
回
全
日
本
花
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
　
　
　名
護
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。


